
 Yomokka!活⽤事例 

神⼾市⽴成徳⼩学校
【1年⽣／国語】

低学年から、⽇々の調べものに『Yomokka!』を活⽤︕

・所在地 兵庫県神⼾市 ・学年 1年⽣ ・全⽣徒数 約870名

・内容/⽤途 国語 じどう⾞くらべ じどう⾞ずかんをつくろう

1年⽣国語「じどう⾞くらべ」「じどう⾞ずかんをつくろう」にて、意欲的な調べ
学習を

授業のねらい・⼯夫
 ⾃動⾞について調べ、「しごと」と「つくり」にわけて、ワークシートにまとめる活動です。⼀⼈⼀⼈の児童の興味や学び
に応じた情報収集ができるように『Yomokka!』の掲載書誌以外にも学校図書館から図鑑や本を、また、児童の興味関⼼を⾼め

 神⼾市⽴成徳⼩学校では、⼩学1年⽣国語「じどう
⾞くらべ」「じどう⾞ずかんをつくろう」の授業に
『Yomokka!』を活⽤しています。学校⽣活において
何かを調べる際は教員と⼀緒に『Yomokka!』を使う
というこどもたち。授業の様⼦を伺いました。

るために公共図書館からも⾞が出てくる絵本などを取り寄せて、⽤意しました。 

【知・技】
●事柄の順序など情報と情報との関係について理解するこ
とができる
【思・判・表】
●事柄の順序などを考えながら、内容の⼤体を捉えること
ができる
●⽂章の中の重要な語や⽂を考えて選び出すことができる
●事柄の順序に沿って簡単な構成を考えることができる
【学びに向かう⼒・⼈間性】
●紹介したい⾃動⾞の図鑑を作成するために、細かなとこ
ろに⽬を向けようと本を繰り返し読もうとしている

「じどう⾞ずかんをつくろう」シリーズ（ポプラ社）は、『Yomokka!』に全6巻掲載中
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授業でやってみたこと
じどう⾞くらべ
●教科書の本⽂や挿絵から、「しごと」「つくり」を⾒つけて整理する
●「じどう⾞ずかんをつくろう」シリーズ、図鑑や本でどう記載されているかを確認する
●「はしご⾞」について調べることで、⾃分の図鑑の作り⽅を知る
じどう⾞ずかんをつくろう
●興味のある⾞を選び、「じどう⾞ずかんをつくろう」シリーズ、図鑑や本で「しごと」「つくり」調べる
●ワークシートにまとめる

どんどん調べてワークシートにまとめていく

 『Yoｍokka!』を使ってみて

 紙の本を使うとなると、児童への配布や回収などの⼿間がかかります。『Yomokka!』を使うとそういった⼿間が⼀切かか
らず、とても便利です。こどもたちは興味のある⾞が載った本を好き好きに選び、それぞれ1〜8枚ほどのワークシートを仕
上げていました。「もっとやりたい︕」と意欲満々で、「⾃分だけのじどう⾞ずかん」を作ることができたことに、とても満
⾜そうでした。「じどう⾞ずかんをつくろう」シリーズには多くの⾞が紹介されています。「しごと」と「つくり」が分かれ
て書かれた内容は、児童が主体的に調べ学習に取り組みやすく、使いやすいと感じました。『Yomokka!』は家での読書でも
活⽤できますし、「家族と⼀緒に読んだよ」という声も聞きます。今回の授業前に⾃宅で「じどう⾞ずかんをつくろう」シ
リーズを読んできたため授業ですぐに書けるとはりきっていた児童が、複数名いました。
 授業の時間ではありませんが、給⾷の時間にも『Yomokka!』を活⽤しています。たとえば給⾷に国際メニューが出たと
き、その国について書かれた「世界のともだち」シリーズ（偕成社）を『Yomokka!』で開いて⽂化を確かめます。給⾷に
「ハモだんごスープ」が出たときには図鑑で引いて「ハモ」の写真を実物⼤でスクリーンに映しましたが、こどもたちの驚く
姿がとてもかわいらしかったです︕
 まだ1年⽣なので、検索を⾃在に利⽤できるような児童はごく⼀部です。隙間を⾒ては授業で学習（体験）している内容の
本を教員から紹介してクラスみんなで調べたり確かめたり、児童の興味関⼼を⾼めることに役⽴っています。

こどもたちの成果物
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